
日本語指導教室学習指導案 

                                                       小中台小学校 日本語指導教室 

                               「さくら学級」 関谷 春水 

１  題材名 促音の入った言葉  

 

２  日本語教室および題材について   

  本校の日本語教室設置は、日本語や日本の生活習慣に不慣れな児童の日本語指導および学習

指導と生徒指導を包括的に行うことをねらいとしている。日本語を国語科として教えるのでは

なく、教員の指示の理解や友だち同士の会話、正しい受け答えの定着などを中心として指導を

行っている。 

  国外から日本に来た児童は自らの意志で入国したわけではない。保護者の留学などの移動に

伴って、異文化の中で生活することを余儀なくされた。児童の精神的なストレスは相当なもの

と思われる。そのような児童たちが学校生活の中で一日も早く担任や同級生との意思疎通がス

ムーズにできるよう支援を行っている。まずは、自分の思いを相手に伝える能力が身につけら

れることが、日本における適応の成否に関わってくると思われる。 

  以上の観点から、現在日本語教室では、児童の日本語運用能力をＡ「日常会話は不自由しな

いが学習中使用する日本語については不安が残る」（２名）、Ｂ「担任の指示の理解に不安が

ある」（２名）、Ｃ「担任の指示が十分に理解できない」（１名）に分けて指導を行っている。

これらの児童に対して、それぞれの実態に応じて１～５時間の取り出し指導を基本とした指導

を行っている。 

  使用している教材は、児童の在籍する学年の教科書や「楽しい日本語」（千葉市教育委員会）、

「日本語学級１～３」（凡人社）及び「ひろこさんの楽しい日本語１～３」を使用している。

また、日本語の力がついている場合は、各学年のドリルや教科学習の補習も行っている。 

  本時で取り出し指導するのは、昨年８月にフィリピン共和国より来日した３年生女子児童で

ある。上記の判断ではＣの児童で来日後ずっとひらがな五十音の発音や表記の学習を行ってき

た。また、所属する学級の学習進度に遅れないように配慮してきた。しかし他の日本人児童と

比較すると語彙数や表現力で大きな差があることは否めない。また会話力や指示の理解力は高

まったものの、学級内で見ると他の日本人児童との差は歴然としている。促音に関しても発音

や表記の面で完全に理解しているとは言い難い。そこで本時では促音の理解と発音や使う場面

などを含めて指導を行う。 

  ゲーム的な学習内容を適宜取り入れ、児童の集中力と意欲を切らさないように注意しながら

授業を進めていきたい。 

 

３  児童の実態  

氏 名 学 年 母  語 滞在年数 指示理解力 保護者日本語会話 

Ｍ・Ｃ ３  年 フィリピン ０  年 Ｃ 父日本人・母日常会話可能 

Ｗ・Ｔ ３  年 中国 ３ 年 Ｂ 少し 

Ｘ・Ｚ ３ 年 中国（内蒙古） ３ 年 Ｂ 少し・母留学生 

Ｉ・Ｓ ４ 年 ロシア ５ 年 Ａ 少し 

Ｍ・Ｈ ４ 年 マレーシア ４  年 Ａ 少し 

   本時の取り出し児童は、Ｍ・Ｃ 



４  本時の指導  

  （１） 目標 

       ・ 促音を含んだ単語を覚え、正しく発音したり書いたりできる。 

  （２） 展開 

学習活動 日本語の表現と表記 指導内容 評価の観点 

１ あいさつを行う。 

 ・時間や場面に合った挨

拶をする。 

 ・はっきりとした声で挨

拶をする。 

２ 本時の学習内を確認

する。 

 

３ しりとりことばを行

う。 

 ・主に名詞（物の名前な

ど）をつなげて書き込

む。 

 

 

４ 促音を含んだ言葉を

学習する。 

 ・手をたたきながら発声

練習を行う。 

 ・小さい「っ」も手拍子

一つ分であることを確

認しながら発声する。 

５ 穴埋め問題を出し合

う。 

 ・最初は促音の入った言

葉にこだわらずに取り

組む。 

 ・慣れてきたら促音の入

った言葉を思い浮かべ

て問題を作る。 

 

 

 

６ 終わりの挨拶を行う。 

 ・時間や場面に合った挨

拶ができる。 

 

◯おはようございます。 

◯よろしくお願いしま

す。 

 

 

○「とけい」「いぬ」の

ようにつなげていく

やり方を理解する。   

○思い付いた言葉の他

に、既習の濁音が含ま

れた言葉も正しく発

音し、表記できる。 

 

 

 

○「がっこう」「べ っ

と」などを例として覚

える。 

 

○小さい「っ」の含まれ

た言葉を正しく発音

できる。 

○例題「か□る」など３

文字の言葉を当てら

れる。 

○促音や拗音の入った

言葉を正しく発音し、

表記することができ 

る。 

 

 

 

 

○「ありがとうございま

した。」 

 「さようなら」 

・入室時や授業開始

時の挨拶の違い

に気付かせる。 

  

 

・具体例で説明す 

る。 

 

・しりとりカードを 

  例示して言葉を

入れさせる。 

・つまずいた場合は 

  言葉をそえる。 

 

 

・「つ」と「っ」の

違いを、筆記する

ことでもつかま

せるようにする。 

 

 

 

・学習した促音の入 

っ た 穴 埋 め 問 題 

を出し合って、確 

認させる。 

・拗音「ゃ」「ゅ」 

「ょ」が出た場合 

は、否定せずに取 

り上げるように

する。 

◇自分の判断で正

しい挨拶ができ

たか。 

 

 

 

 

 

◇しりとりのルー

ルを理解して意

欲的に学習して

いるか。 

 

 

 

◇促音の含まれた

言葉を正しく発

音することがで

きたか。 

◇促音の含まれた

言葉を正しく表

記できたか。 

◇穴埋め問題の 

ルールを理解し

て意欲的に学習

に参加している

か。 

 

 

 

 

 

 

◇自分の判断で正

しい挨拶ができ

たか。 

     ちいさい「っ」の入ったじを、おぼえよう。 

      ちいさい「っ」も手びょうし一つぶんのことばだね。 



 


